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１ はじめに

鳥取県環境白書の平成 19 年度版 1)によると、鳥取

県の一般廃棄物のリサイクル率は全国の 19％に対し

て 17.5％と低く、今後さらなるリサイクル率の向上が

望まれる。一般廃棄物のリサイクル率を向上させるた

めには、その大部分を占める生ごみを資源として再

利用することが重要となる。再資源化の方法としては、

堆肥化、固形燃料化、メタン発酵、エタノール発酵、

Ｌ乳酸発酵などが考えられている。これらの方法の中

から最適な再資源化方法を推定するためには様々な

要因を考慮しなければならない。本研究では、生ゴミ

の分別収集に取り組んでいる智頭町の生ゴミの組成

分析を行い、生ゴミからの回収資源量の試算を行っ

た。回収資源量は最適な再資源化方法を推定する

際の指標としての利用が期待される。回収資源量を

試算するためには、その地域の生ゴミの成分組成の

他にも、賦存量、利用可能量、といった情報が必要と

なる。県内の各地域の賦存量、利用可能量は NEDO

の｢バイオマス賦存量の推計・利用可能量の推計｣2)

に示されており、今回それを使用した。

２ 方法

1) 試料採取および組成分析方法

生ごみ試料は、智頭町で収集ものを平成１８年２月

から１０月まで毎月採取し組成分析に供した。採取し

た試料について、水分、灰分、ホロセルロース、リグニ

ンを「木質科学実験マニュアル」3) に基づいて分析

を行い、粗タンパク、粗脂肪については「衛生試験

法」4） に基づいて分析を行った。

2) 回収資源量の比較方法

生ごみから回収される資源量は、保井らの予測

式 5)を用いて推定した。

①メタンガス生産量 V [m3 / kg] (湿潤試料 1kg あたり

のメタン生産量：理論式) 5)

V = 3.16×１０-3 × CA＋０．０３

CA：有機物－(リグニン＋ヘミセルロース)[％]

②固形燃料燃焼時の単位質量あたり発生熱量

Q[J / kg] (実験式) 5)

Q = 210 × C－1035.5 

C : 有機物含有率

C [％] = 100－水分[％]－灰分[％]

③エタノール生産量 PA [kg/kg] (湿潤試料 1kg あた

りのエタノール生産量：理論式) 6)

PA = 2 × ( 0.01 × CB / 180 ) × 46 × Χ

= 0.0051 × CB × Χ

CB : 炭水化物[％]

Χ = 0.75

(基質として利用できる糖質の割合：経験値)

④乳酸生成量 P L[kg / kg] (湿潤試料 1kg あたりの乳

酸生産量：理論式) 6) 

PL = 2 × ( 0.01 × CB / 180 ) × 90 × Χ

= 0.01 × CB × Χ

CB ： 炭水化物(％)

Χ = 0.75

(基質として利用できる糖質の割合：経験値)

３ 結果

生ごみの一般成分を分析した結果を図１に示す。

各月で多少の変動があるもののおよそ８０％が水分

であることが分かった。固形燃料の回収資源量の試

算の際には、水分を蒸発させるための熱量を計算し、

消費熱量を差し引いた回収熱量としているため水分

量が多くなれば回収熱量は低くなる。また、エタノー

ル発酵や乳酸発酵に利用する場合、有機物の組成

が重要である。特にセルロースなどの多糖類がどの

程度含まれるかによって回収できる資源量が異なっ

てくる。そこで有機物中の組成を調べた結果、生ごみ

の中には湿潤試料重量基準で約５％程度のセルロ

ースなどの多糖類が含まれていることが分かった。(図

２)



図１ 智頭町生ゴミの一般成分組成

図２ 智頭町生ゴミに含有される有機物の組成

上述の結果をもとに、保井らの予測式 5) および井

上らの予測式を用いてメタン、固形燃料、エタノール、

乳酸として回収可能な資源量を算出することとした。

表１に単位湿潤試料重量あたりの回収資源量を示す。

智頭町の生ゴミをメタンにした場合は約 0.063 m3/kg-

湿潤試料 、固形燃料にした場合は約 1730 kJ/kg-湿

潤試料、エタノールにした場合は約 0.032 t/t-湿潤試

料、乳酸にした場合は約 0.062 t/t-湿潤試料と試算さ

れた。この値を基に智頭町の利用可能な生ごみ(671t 

/年)からの資源量(エネルギー量)を求め表２に示す。

表１ 智頭町生ゴミからの単位質量当たりの回収資源量

表２ 智頭町生ゴミからの回収資源量

４ まとめ

今回智頭町の生ゴミの組成分析を行い回収資源

量を試算したが、鳥取県全体に目を向けると生ゴミは

実に 4．9 万 t (平成 17 年度)3) 発生している。鳥取県

全体の生ゴミからの回収資源量を試算するためには、

各地域ごとの生ゴミの組成分析を進める必要がある。

各地域ごとに成分組成の情報が得られれば、賦損量、

利用可能量の情報と合わせてデータとして蓄積し、

最適な再資源化方法を推定する際のより正確な指標

として利用することが可能となる。また、生ゴミ以外の

バイオマスについても賦存量、利用可能量と共にそ

の成分組成の情報もデータとして蓄積すれば、県内

に存在するバイオマスの最適な再資源化方法を検証

する指標として活用可能と思われる。
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